
































































































































































































ベ切った後， ドー ア氏は， しかし，このような社会にも問題がないわけではない
として挙げた3つの問題点の中に，配偶者選びの自由に伴って生ずる「生物学的
根拠にもとづく新たなカースト制度」の拡がりを挙げる。該当箇所を引用すると
こうである。
「（教育の機会が拡大し，男女を問わず，誰に対してもよき教育が与えられるに
つれ個人間の能力差は顕著になる。そして，）世代を重ねるにつれて，特に女性の
解放と共に，家族同士の付き合いからというよりも大学や職場で男女が配偶者を
見つけることが多くなり，単に出身階層の次元だけでなく知能の次元でも同質的
な組み合わせが拡がり，社会移動率が下がり，新しいカースト制度が出現するだ
ろう。それは，生物学的根拠に立つだけに，史上のどんなカースト制度よりも強
固なものになるだろう。」 (272頁）
要するに，能力に恵まれた男性と，能力に恵まれた女性が，それぞれ自分の配
偶者として自分の能力に見合う能力の持ち主を“選択する”ことによって，能力
格差が遺伝レベルで進行し，能力と階層の格差は世代が下るほど固定し一層拡が
っていくことになる，ということである。このような事態の進行は，ロールズ博
士が前提とした事実（個人間の能力差は偶然のことでしかない）を覆す可能性を、、、
秘めている（配偶者の選択は個々人の自由意志にもとづくもので，個人の責任を、、、
問えることになるから）。
わが国においてもすでに進んでいるこのような事態の中で， しかも，“学歴通、、、、
婚’とでもいうべき配偶者選びによってなされる“選択的な遺伝的格差”という
厄介な事態が現実的になってきている中で，教育は何ができるのか，何をなすべ
きか。このような問いに答えることが，以後，教育社会学者としての私（評者）
の研究関心の根底に横たわってきた。そして，評者なりに考え辿り着いた一つの
答えが「人が人とつながり社会をつくる力」としての「社会力」の育成であった。
生得的な才能や能力の差異に拘わらず，社会の中で占める位置の高下や，社会的
-155 -
な権力の強弱，獲得し所持している財の多寡，あるいは，人種や文化や国富の差
異にかかわらず，共に生き，協働し，個々の善き生を全うする下地になる資質能
力としての社会力を徹底して育てること，これが評者の出した答えであった。個
人としての諸々の差異にかかわらず，誰もが「私も社会の一員である！」という
自覚を持って社会作りに貢献することが社会力のある人間の中核をなす素地であ
るのはいうまでもない。
このように主張してきた評者にしてみれば，「社会の一員であるという意識を確
固としたものにして，富める者にも貧しい者にも市民としてのアイデンテテイを
形成していくためにこそ，共同供給を求めていく」必要があると主張するサンデ
ルの言や，「子どもの教育は，子どもたちに政治的諸徳を身につけさせて，子ども
たちが社会の他のメンバーとの社会的協働の公正なきずなを自ら尊重していくよ
うにすべきである」とするロールズの言は当然過ぎる帰結であり言説である，と
いうことになる。
それにしても，久しぶりに読み応えのある刺激的な本に出会った，というのが
実感である。畏友• 宮寺氏による「宮寺教育学」の早期の完成を期待し待ちたい
と思う。
宮寺晃夫著『教育の分配論：公平な能力開発とは何か』
勁草書房， 2006年， 2800円
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